地域精神保健福祉活動事例集４

地域で取り組む精神障がい者就労支援

北河内寝屋川障がい保健福祉圏域での寝屋川市精神障害者
就労サポーター連絡会の活動の取り組み
大阪府こころの健康総合センター

今年度は、地域精神保健福祉活動事例集4及び5（別冊）を報告する。

事例集4では北河内寝屋川障がい保健福祉圏域（以下寝屋川圏域）を取り上げている。
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寝屋川圏域は、大阪府の北東部にある寝屋川市だけで構成されている、1市1保健所の圏域である。

精神障がい者についても、医療・保健・福祉施策の進展がある中で、社会参加が進み、それにともなって就職を希望する者が、年々大幅に増加してきている。また、平成18年4月から、精神障がい者（精神障害者保健福祉手帳所持者）を企業の雇用率に算定できるようになっている。

また、大阪府域においては、医療機関や社会復帰施設等が、その利用者のニーズに応じて、就労支援を行っているという報告が増えてきている。
その中で、寝屋川圏域で単一の機関だけではなく、複数の機関がネットワークを組んで、協同で支援する取り組みを平成16年頃からすすめているので、事例集での執筆をお願いすることになった。

今回の事例集の中では、単に平成16年から始まったというものではなく、それ以前から実質的な地域のネットワークが存在し、その基盤があって就労支援のネットワークができあがってきたことや、また、就労支援においてのネットワークの必要性の意義が具体的に論述されており、非常に示唆されるものがある。

いろんな地域で、各機関が何らかの就労支援を行っている場合が多いと思われるので、ぜひ今回の事例集を参考にしていただきたいと思う。

大阪府こころの健康総合センター　地域支援課　
京阪ブロック担当　杉谷雄二
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第１章　寝屋川市精神障害者就労サポーター連絡会

１．はじめに――寝屋川市域の状況――
寝屋川保健所　後藤雅子

寝屋川市は大阪府北東部に位置する人口25万人弱の市で、1市のみで障がい保健福祉圏域を構成している。そのおかげで福祉関連の連携会議を市内のみの関係機関で持つことができ、全体を見渡せる範囲の人口と面積であるため、コンパクトに効率よく運営することができるというメリットがある。

市の規模が小さいので、精神の作業所（後の小規模通所授産施設）を運営する地域の社会福祉法人は1つの団体のみで、平成8年より精神障がい者支援機関は医療、福祉、行政という枠を越えて、連携会議が持たれてきた。それがほぼそのまま平成12年度からは寝屋川保健所主催の精神障がい者自立支援促進会議となったが、活発に各機関が意見を出し合う雰囲気が現在も継承されている。

市内にある精神医療保健福祉関係機関は表1のとおりである。

表1
	精神科病院
	1
	ねや川サナトリウム（デイナイトケア、訪問看護実施）

	総合病院精神科
	1
	松島病院

	精神科診療所
	5
	三家クリニック（デイナイトケア、訪問看護実施）、石田クリニック、
森内クリニック、木村クリニック、むらたメンタルクリニック

	生活訓練施設
	1
	ネヤハイム

	グループホーム
	2
	輝け「ねやがわ」、はなみずき

	相談支援事業所
	2
	あおぞら、寝屋川市民たすけあいの会

	地域活動支援センターⅠ型
	1
	あおぞら

	地域活動支援センターⅡ型
	1
	寝屋川市民たすけあいの会

	小規模通所授産施設
	3
	みつわ会寝屋川製作所、オアシス、まごころステーション

	障害者就業・生活支援センター
	1
	寝屋川市障害者就業・生活支援準備センター


寝屋川市精神障害者就労サポーター連絡会（以下サポ連と略）が開催されるまでの経過

以前から三家クリニックで、ファーストフード店の短時間の過渡的雇用が試みられていた。ねや川サナトリウムデイケアでも院内雇用に向けた就労支援が行われ、さらに院外雇用への展開が模索されており、平成16年3月からはファーストフード店の過渡的雇用に協働して取り組むようになった。同年4月には障害者就業・生活支援準備センターと精神障害者地域生活支援センターあおぞらが開設され、同時期より三家クリニックとあおぞらで就労支援に関する話し合いが定期的に持たれるようになった。

元々社会生活適応訓練事業（職親制度に似た通院患者リハビリテーション事業）にも熱心に取り組まれていたが、同じ時期に予算減の話が出され、限られた枠をいかに公平に利用するかを検討する必要が生じた。その実施窓口を担う保健所があおぞらに相談したところ、前述した話し合いの場での提案が望ましいのではとの助言があり、17年3月に三者で話し合いを持った。その中で今まで部分的には複数の機関が協働して就労支援に取り組んできた歴史があり、この機会に関係機関全てで一度集まってみようということになり、保健所が呼びかけ人となり、ねや川サナトリウム、小規模通所授産施設も含めた会議が持たれた。

その場では、社会生活適応訓練事業の利用の仕方に留まらず、様々な情報交換が成され、参加者全員がこういう場が欲しかったと実感するに至り、今後月に1度定期開催していくことが決まり、名称も決定した。
２．就労支援実績

ねや川サナトリウム　　佐藤　祐子
（１）寝屋川市内の各機関における就労支援実績

平成17年度・18年度における支援実績は以下の通りである（表2）。
表2．寝屋川市の各機関における就労支援実績
	
	（社福）みつわ会
	三家クリニック
	ねや川サナトリウム・デイケア
	地域全体

	
	17年度
	18年度
	17年度
	18年度
	17年度
	18年度
	17年度
	18年度

	企業での実習や訓練の支援人数
	3
	6
	18
	15
	3
	2
	24
	23

	アルバイトで雇用された人数
	3
	2
	9
	6
	9
	2
	21
	10

	年度末時点でアフターフォローを受けている人数
	2
	3
	14
	8
	10
	9
	26
	20


（２）寝屋川市内の関係機関における就労の流れ

寝屋川市精神障害者就労サポーター連絡会（以下、サポ連と略す）では、就労支援対象者の分類に、以下の概念を用いている。
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第1群

障害が軽く、一定程度の医学的リハビリテーションを受けた後には、継続的な医療だけで、ことさら職業リハビリテーションの支援を必要とせず、自力で就労する場合です。

第2群

医学的なリハビリテーションの後に、職業準備性の訓練や就労の際に特別な支援を行なえば就労可能な群で、職業リハビリテーションの中核群と言えます。障害を開示する場合もしない場合も含まれます。

第3群

　　　　　　医学的及び職業的リハビリテーションを実施しても、相当の支援を必要として、ごく短い就労か福祉的就労を選ばざるを得ない事例です。これらも広義の職業リハビリテーションに含めています。

第4群

職業リハビリテーションという負荷に耐えられないほどの障害が重く、職業以外の活動を求める方

が安全な場合です。諦めがつく事を目標にして、保護的な職業訓練を試行することもあるでしょう。

（「就労支援ガイドブック」野中　猛・松為信雄編　金剛出版）

また支援の流れを、プレ相談（具体的な就職相談にいたる以前の段階で、「働きたい」という意思に沿う相談支援）・相談支援・準備訓練・求職支援・定着支援の5段階としている。各機関の現状は以下のようにイメージされる。
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プレ相談　　　　　　　　相談支援　　　　　　　　　　準備訓練　　　　　　　求職支援　　　　　　　　定着支援
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※あおぞら＝寝屋川市障害者地域生活支援センター

※就業・＝寝屋川市障害者就業・生活支援準備センター

※ハロー＝公共職業安定所

みつわ会は小規模通所授産施設3、障害者地域生活支援センター1をもつ社会福祉法人である。

就労支援はまず、支援対象を決定するための基準を作り対象者を限定している。対象者はおおむね、2群・3群である。支援の特色としては、小規模通所授産施設や障害者地域生活支援センター、医療機関、障害者就業・生活支援準備センターとの連携で支援プログラムを持ち、他機関と連携をスムーズにする為にケア会議を定例化している。また、施設内の訓練だけでなく企業内での準備訓練も実施している。
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プレ相談　　　　　　　相談支援　　　　　　　　　準備訓練　　　　　　　求職支援　　　　　　　　　定着支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※Wr＝ソーシャルワーカー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※DC＝デイケア　　NC＝ナイトケア

三家クリニックでは支援対象者を「本人が就労を希望し、ソーシャルワーカー・デイケアスタッフに就労支援をしてもらいたいと思っている人」としている。そのため対象者層も1～4群と幅広く、対象者数も多いが、その多さに個別対応できるソーシャルワーカーのマンパワーがあり、またデイケア・ナイトケアで準備やアフターフォローのためのプログラムを持つ。連携をとり小規模通所授産施設を準備訓練として活用する場合もある。そのほかに企業内での実習や、社適を使うなどして準備訓練を行っている。定着支援においては、就労開始時期の訪問集中支援や、定着してからも定期的に訪問支援を行う場合もある。
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プレ相談　　　　　　　　　相談支援　　　　　　　　準備訓練　　　　　　　求職支援　　　　　　　　定着支援

ねや川サナトリウムでは、医療相談室で個別に就労の相談に乗るほか、デイケアで就労支援を行っている。就労支援の対象は、2群がメインとなっている。デイケアでは、個別相談を受けた後、プログラムを使いながら準備性を高めている。また、院内雇用（病棟清掃、食養部の皿洗い）、企業での訓練、社適等を使いながら、準備訓練を行っている。

各機関とも基本的に相談まではその機関内で受けているが、訓練から就職、アフターフォローにいたる部分は障害者就業・生活支援(準備)センターやハローワークなどの他機関と連携して行っている。
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３．寝屋川市精神障害者就労サポーター連絡会の活動の概要

小規模通所授産施設オアシス　　荒井　佐智子

（１）目的

　寝屋川市に就労支援の流れをつくることを目標に、各機関が集まり、話し合う場で、以下の3点を目的として取り組んでいる。

　・情報の交換や共有

　・実務者の力量を上げる

　・地域に就労支援の流れを作る

（２）活動概要

　毎月の例会の開催と、日常的なメーリングリストによる情報交換の2本立てで行っており、以下の表に示す。

・例会
	開催日時
	毎月最終水曜日午後6時から午後8時頃

	場所
	寝屋川市障害者地域生活支援センターあおぞら　地域交流室

	司会
	寝屋川市障害者地域生活支援センターあおぞら　Wｒ　

	書記
	例会での板書係及び後で内容をまとめる書記係を当日選ぶ

	参加実務者
	ねや川サナトリウム　デイケアWｒ、三家クリニックWｒ及びデイケアOT、

寝屋川市障害者地域生活支援センター及び小規模通所授産施設Wｒ、寝屋川保健所精神保健福祉相談員、

寝屋川市障害者就業・生活支援準備センターWｒ（平成19年9月からは情報提供での参加）


・メーリングリスト

	例会で使用するシートを各自が書き込んでいく上で利用
	情報交換シート（※1－①）と議題シート（※1－②　いずれも平成19年10月のものを例として示す）を各自が記入して送付し、次々上書きしていく形で、開始前に資料が完成する。　

情報交換シートは、各機関のケース支援と事業所支援の状況などが記され、それを見るだけで各機関の直近の動きと就労実績、および資源や研修についての情報がわかるように工夫されている。それらを全て例会で報告すると時間がかかりすぎるため、報告・検討したいものについては赤字で記すことがルール化されている。

議題シートは、報告事項と検討事項の案が先ずあおぞらより発信され、そこに各自が考えるものを上書きして送付し、完成する。

それにより、例会前に各自が自らをふり返り、何を検討するかを確認するという準備性を高めておくことができている。

	例会記録の送付
	書記係より例会の記録が後日送付される。担当者はそれを所属機関に報告するのに活用する。

	情報や相談事の発信
	各自が得た情報をメーリングリストを用いてタイムリーに発信している。時には就労支援をする上で悩み迷う思いも発信し、知恵を交換したり、励まし合うのにも役立てている。


（３）活動内容

　今までに取り組んだ内容について、以下の表に記す。

	取り組み内容

	例会で話し合ってきたこと

・各機関のケース報告や資源情報共有（毎回実施）

・会の目的検討

・就労支援数目標の設定や支援実績数の共有

・社会生活適応訓練事業の利用方法の共有

・事例検討会

・職場開拓についての検討や学習会

・就労支援の流れを作るための課題整理

・支援対象者層の分類や就労の概念整理

・実習先企業の共同利用のためのルール作り

・1年間の振り返りと成果の確認

情報の発信や提案

・積極的に活動発表を行う

・障害者就業・生活支援準備センター運営委員会にて情報発信や提案（※2に平成18年3月の運営委員会に資料提出したものを示す）

・寝屋川市障害福祉計画にパブリックコメントを提出

・寝屋川市地域自立支援協議会にワークシートを提出

共同して活動したこと

・寝屋川市内の就労支援対象者調査（※3に示す）

・就労のつどいの実施（※4に第1回のチラシを示す。その後第2回を実施し、第3回を計画中）

・活動発表内容を共同で作成
など
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· １―①　情報交換シート

	各機関・地域・資源等の情報交換シート
平成19年10月24日

	みつわ会

あおぞら

グループ活動にて「病気を抱えながら働く為に大切なこと」三家クリニックの中村さん講師で学習する。

あおぞらが実施しているアフターフォローについて現状と課題の説明

寝屋川製作所

Aさん　みつわ会での就労支援を一時中断の希望。

Bさん　Ｓ総業でのアフターフォローを行う。調整必要。

Cさん　Ｙ電機へ見学希望。

オアシス

Dさん　Ｓ製作所での職場実習を1ヶ月のばし、求職活動中。

Eさん　社適1年5ヶ月。求職活動中。

Fさん　最近眠れないことが増えているとの訴え。会社より雇用継続のためにノルマを課されていて、それが影響している。会社に調整中。

Gさん　現在Ｓ製作所での職場実習に向けて調整中。

まごころステーション

Hさん　10／16よりＳ製作所の職場実習からトライアル雇用へ。
Iさん　Ｓ製作所職場実習4ヶ月目。

Jさん　支援対象者となる。生保の40代男性。三家クリニックの食品会社Ｋでの過渡的雇用導入に向け調整中。
三家クリニック
· ファーストフード店Ｍ　10／3で一名卒業。募集中。クリニックで一名、みつわ会から一名希望者あり。10／12見学予定。

· ファーストフード店Ｇ　移動。現在2名体制。

· 食品会社Ｋ　午前枠10／20で一名卒業。10／22から一名スタート

　　　　　　　　　　 11／8にまごころメンバー見学予定。

　　　　　　　　　　　午後枠11月から2名スタート。会社面接も済み、採用決定。

　　午後枠（12：45～16：30）の雇用の話が急遽あがりスタート。フルタイム月～土（土は隔週程度）の雇用を、原則、午前・午後、月水金・火木土の4枠でシェアする。

· 院内清掃

· 就労準備ミーティング
ねや川サナトリウム

Kさん　今月後半より中古車整備工場で実習予定だったが、「枠に空きが出なかった」とのことで流れる。
寝屋川保健所

Lさん　食品会社Ｍにて社適が休み続いたまま更新時期迎え、本人も了解し中断。

Mさん　福祉施設Ｒにて社適半年。順調。訓練終了後もそこで働きたいとの希望を持っており、11月に話し合いをする予定。

就業・生活支援準備センター

あおぞらより新規相談をうけるが、本人クローズでの就労を希望されているため、支援は出来ない旨を伝える。

三家クリニックより就労のつどいに参加して、就労希望の男性の相談を受けるが、就労のための準備訓練が必要とされる。

Nさん　10／5の合同面接会に参加される。結果はまだでていないとのこと

地域資源

研修報告

その他

就労実績状況　　　

ねや川サナトリウム
三家クリニック
みつわ会
対象者数
3
80人

（14名就労中）
8
企業等で訓練や実習件数
0
11人11件

6人6件

就労件数

（20時間未満労働）
0
4人4件

3人3件

就労件数

（20時間以上労働）

0
6人9件

0
アフターフォロー者数

（就労年度関係なく支援している人数）

2
15
4



· １－②　議題シート

	寝屋川市精神障害者就労サポーター連絡会

平成19年9月26日

	議題

報告事項

①各機関・地域・資源等の情報交換

②大阪PSW協会夏季研修発表とまとめ

③就業・実務者会議報告

（地域自立支援協議会用ワークシートについて）

④寝屋川市広報の特集「はたらきたい」を応援するについて

⑤長期計画について（三家クリニックでの議論の紹介）

⑥三家クリニックの就労の流れについて

検討事項

①就労のつどいについて

②地域精神保健福祉活動事例集について

③社適の来年度予定見込み数

次回日程　　10月31日（水）PM6～　　あおぞら


[image: image22.wmf]
※２　障害者就業・生活支援準備センター運営委員会資料（平成18年3月）
１．現状の把握

　平成17年11月段階で、就労支援対象者の調査

[image: image23.wmf]　対象：ねや川サナトリウムＤＣ、三家クリニックＤＣ，みつわ会小規模通所授産施設に実際通所している利用者（合計312名）

就労相談以前が２００名

プレ就労相談段階が、４０名

就労相談と準備訓練支援段階が４８名

就職活動支援段階が0名
アフターフォロー段階が２４名

２．就職活動支援がゼロについて要因

　　　・準備性を高めることや、アフターフォローのノウハウは蓄積されているが、就職活動支援は積極的に取り組めていない。（実習職場開拓の課題に取り組めていない）

・スタッフ経験や情報不足、マンパワー不足、他業務多忙

３．課題
　単一機関だけでの取り組みでは、限界ある。

　　・継続的に職場開拓をし、就職活動支援をするにはどうするか？

　　・マンパワー不足、スタッフの力量アップのために、どうするか？

　　・支援の分担を明確するには、どうするか？

４．解決のために
　　「就労支援は地域の課題」と位置づける。

関係機関が、協力し、共通の目標に向かって取り組む。

　　○実習職場を多数確保
　　○実習体験から、当事者・支援者・職場の3者が、障がい者就労支援を経験し自信をつけていく
※３　寝屋川市内の就労支援対象者調査の表

寝屋川市にある就労支援サービス別対象者層　　　　　　　　　　　　　　　　　2005年11月現在
	支援項目
	群
	ねや川サナリウム
	みつわ会
	三家クリニック
	
	

	
	
	男
	女
	男
	女
	男
	女
	計
	合計

	プレ相談以前
	1
	0
	　0
	　1
	　0
	0
	　1
	　2
	200

	
	2
	　0
	　2
	　10
	　2
	　9
	　11
	　34
	

	
	3
	　9
	19
	　7
	　12
	　25
	　13
	　85
	

	
	4
	27
	18
	　11
	　0
	　10
	　13
	　79
	

	プレ就労相談
	1
	　1
	　0
	　0
	　0
	　1
	　0
	　2
	40

	
	2
	　2
	　1
	　1
	　5
	　9
	　2
	　20
	

	
	3
	　3
	　1
	　0
	　0
	　7
	　1
	　12
	

	
	4
	　1
	　0
	　0
	　0
	　2
	　3
	　6
	

	就労相談
	1
	　0
	　0
	　1
	　0
	　0
	　1
	　2
	25

	
	2
	　1
	　1
	　1
	　0
	　5
	　6
	　14
	

	
	3
	　3
	　0
	　1
	　0
	　2
	　3
	　9
	

	
	4
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	

	準備訓練支援
	1
	　0
	　0
	　0
	　0
	　2
	　0
	　2
	23

	
	2
	　4
	　3
	　2
	　1
	　4
	　2
	　16
	

	
	3
	　3
	　1
	　0
	　0
	　1
	　0
	　5
	

	
	4
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	

	就職活動支援
	1
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	0

	
	2
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	

	
	3
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	

	
	4
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	

	アフターフォロー
	1
	　2
	　0
	　4
	　1
	　6
	　0
	　13
	24

	
	2
	　1
	　0
	　1
	　1
	　4
	　3
	　10
	

	
	3
	　0
	　0
	　0
	　0
	　1
	　0
	　1
	

	
	4
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	　0
	

	　計
	
	57
	46
	40
	22
	88
	59
	0
	0

	　合計
	
	103
	　　62
	　　147
	　　312

	






働いている人、働こうと思っている人は

たくさんいます。実際に働いている人の

体験談を聞いて、就労について一緒に

考えてみませんか？

日　時　平成19年3月17日（土）

　　　 14時～16時　（開場　13時30分）

場　所　寝屋川市就業・生活支援準備センター

参加費　無料

その他、詳細については三家クリニック、

ねや川サナトリウム、みつわ会の各担当者へ

お気軽にお尋ねください。

※当日の連絡先

就業・生活支援準備センター（電話）○○○―△△△△

主　催 精神障害者地域交流事業「ＣＬＵＢ Ｅ＆Ｔ」
寝屋川市精神障害者就労サポーター連絡会
４．就労支援ネットワークを組むことでの成果
三家クリニック　　陸野　肇
（１）はじめに

サポ連の目的は以下の3点である。
①情報の交換や共有
②実務者の力量を上げる
③地域に就労支援の流れを作る

①就労支援の情報を交換すれば、②実務者は就労支援の経験共有ができ、力量は上がり、③就労支援が活発となり、地域に就労支援の流れができるというように、目的が達成されていくと考えられる。
サポ連の活動でどのような成果があったのかを、3点の目的に沿ってこの章で考えてみたい。
（２）情報の交換や共有
サポ連の活動以前は、関係機関はそれぞれで就労支援を行っていた。
以前は以下のような状況であったと言える。
・他機関では個別の就労支援をどのように進めているのか知らない
・連携をとるべき他機関でどのような就労支援プログラムを実施しているのか知らない
・実践で使える就労支援の制度を知らない
・地域全体での年間就労数や雇用先などの状況を知らない
サポ連では、例会やメーリングリストを通じて以下の点などを情報交換したと言える。
・個別ケースの動きと、その時活用した就労支援制度
・各機関の就労支援プログラムや就労支援ツール
・研修報告や障がい者雇用情勢
・実務者が現場支援で感じる迷いや喜び
・企業の考え方や、実務者と企業の関係
成果
・サポ連によって情報交換ができ、就労支援の仲間ができた
・自分だけではなく他の実務者も、悩みながら手探りで就労支援を行っていることが知れた
・就労支援の実務者だからこそわかる、就労支援の難しさとその魅力や効果が共有できた
・各機関同士が就労支援に対し具体的にどんな取り組みをしているのかを知ることができた
　　　　
考察　
精神保健福祉に携わる実務者は、就労支援をする機会はまれであり、経験の積み上げや、就労支援ノウハウの蓄積はしにくい。それどころか逆に失敗体験をし、苦手意識を持ち、就労支援に取り組みにくくなる悪循環が起こりやすい状況にあると言える。
就労支援のとまどい・悩み・喜びは実践を経験した者でなければ共有は難しい。サポ連は、実践の難しさ・厳しさを知りながらも、それでも就労支援が必要だと考えている仲間の集まる場となっている。仲間がいる事で就労支援に取り組みやすくなったと考える。
単一機関では単発・単独の支援で終わりがちな就労支援であるが、各機関の就労支援実務担当者が集まることで経験の積み上げがしやすくなり、就労支援の力量がアップしていると感じる。これについては次でさらに詳しく述べたい。
（３） 参加者の力量を上げる
サポ連の活動で、以下の点が「実務者の力量をあげる」取り組みと言える。
・実践で得た知識や技術の情報を交換し、参加者全員で共有する機会を設けた
・活動成果を確認しながら、発表の機会を作りサポ連の取り組みを発信
・地域に就労支援の流れを作る為に、何が必要かを参加者で検討
成果　
・知識や技術の情報交換が、参加者全員の就労支援経験の共有となった
・発表によって発表者自身の支援やサポ連の活動を整理・考察でき今後の支援に役立った
・就労支援の流れの検討を行う事で、大きな視点で支援を考える事ができた
考察　
実践で得た知識や技術の情報を交換し、参加者全員で就労支援の経験を共有する事が、実務者の力量アップに繋がると考える。単一機関だと単発・単独の就労支援で終わりやすい。それでは情報交換・共有も進みにくく、就労支援の力量も上がらない。サポ連の存在により、多くの実践経験が共有でき、実務者の力量が上がると考える。
情報交換で、他機関の取り組みを知る事ができ、月に一度例会で顔を合わせる間柄にもなり、連携が取りやすくなった。連携をとる力も就労支援の力量と考えられる。
発表の機会を作る事で、発表者はこれまでの就労支援内容を振り返り、整理し、深く考察する。それが今後の支援に役立つと考える。さらにはサポ連自体の活動整理の機会にもなっている。発表が実務者の力量をあげる一つの手段となっている。
（４） 地域に就労支援の流れを作る
サポ連の活動で、以下の点が「地域に就労支援の流れを作る」取り組みになっていると考える。

・情報の交換・共有による力量アップ
・支援対象者調査の実施や年間就労実績数の共有で、実務者が地域の現状を知る
・「就労のつどい」の共同実施、実習先企業を共有し社会資源化（※別紙1）しサポ連で調整
・制度の利用方法の共有（社適ケースの導入ツール※別紙2や、工賃基準作成※別紙3など）
・支援対象者層の分類や就労の概念整理など、支援に関する用語の共有化
成果
・就労支援は医療・福祉・就労支援機関それぞれの支援と連携が必要と認識できた
・支援していく中で医療リハ→福祉リハ→職業リハという一つの流れがあると認識できた
・足りていない就労支援の社会資源（実習先企業など）を作り出し、それをサポ連で維持存続させる取り組みが定着しつつある。
考察
サポ連の活動で就労支援には医療・福祉・就労支援機関のそれぞれの支援と多機関連携が必要と認識できた。さらに医療リハ→福祉リハ→職業リハの流れを作るため、協力し、お互いの役割を認識し、その範囲をきっちり担っていくという事はおぼろげながらわかってきていると思われる。
地域全体の就労支援の現状を知り、就労の概念整理・支援用語を共有する事で、地域全体で就労支援に取り組む土壌になっていると考える。
地域に就労支援の流れを作る為には、概念や個別支援に加えて、使える社会資源（実習企業先など）が必要になる。サポ連では実習先を一人の個別支援だけの活用、一施設の社会資源だけに止まらせず、地域の社会資源として共有し、維持存続させる事を心掛けている。
これまで、足りない就労支援を各機関の役割を超えた相互乗り入れで補ってきた部分があるが、それでは各機関が本来担うべき役割を認識しにくくなったり、果たしにくくなったりしてしまう。相互乗り入れはもちろん必要だが、今一度、就労支援の流れを知り、お互いが各機関の役割とその難しさ（障がい特性からくる準備性向上の難しさや企業に障がい理解をしてもらう難しさ等）を認識した上で、各々の機関が本来の役割を十分に果たさせる様に努めなければならない。それが、就労支援の力量アップであり、地域全体の就労支援の流れにつながるものである。
（５）現状と今後
この章ではサポ連の目的に沿った成果をまとめてみた。文章を読むと成果がある様に感じてもらえるかもしれない。
しかし、サポ連では目的としながら、必要と感じながらも、実は「就労支援の力量」「就労支援の流れ」が何なのか？を明確にできていない、整理しきれていないのが現状である。
今回はそういった段階で成果を文章化しまとめてみたが、まだまだ課題は多く、今後、活動の検討も必要になってきている。そういった今後の課題については、次の章で述べることになっている。


別紙１

事業所を地域の社会資源としていく流れ

2006．8．1
①個人レベルの事業所

　　　具体的に就職・訓練する人がいて、開拓する事が多いので、まずは開拓した人が最初にイメージした人や、イメージできる人を対象とする段階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

②施設レベルの事業所

　　　開拓したが、該当者がおらず、施設内で就職・訓練する人を対象とする段階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

③地域レベルの事業所

　　　施設内でも該当者がおらず、他機関（地域）で就職・訓練する人を対象とする段階

※　出来る限り地域レベルの事業所になる事を目指し関わっていく。

· 一番事業所と付き合いがあり、理解している人（開拓した人、現在就職・訓練者をフォローしている人）の判断を重視する

　　　　　例）　①から③へ移行していくタイミング

　　　　　　　　就職・訓練者がいる場合に二人目が可能なのかどうか　　など

· ③に近づくにつれて事業所の特徴の共有が必要になってくる。

· 送り出す就職・訓練者の準備性に対して各機関・各支援者が共通の認識をする事も必要。



追記

サポ連では雇用・実習先事業所を地域の社会資源と捉え、共同で有効活用する様にしている。
共同利用の為には一定のルールが必要となり、そのルールを地域全体で作った。

精神障がい者に理解を示してくれる事業所は稀であるが、事業所を地域の社会資源と捉える事で、単一の支援機関だけに止まらず、より多く人が利用できる様になり、就労支援が活発になると考える。
別紙２
社会生活適応訓練事業（略して社適）とは
作成　寝屋川保健所（H18年7月）

社会生活適応訓練事業とは

精神障がい者が協力事業所で就労訓練を受けることによって、社会生活を送るための適応力を養い、もって社会的自立を促進することを目的とした事業です。

対象

精神神経科の医療機関に通院中で、状態は安定しているが、まだ一般就労に就くのは難しい方です。

協力事業所

現在寝屋川市内に5ヶ所あり、どんどん増やしていきたいと考えています。他市の事業所を使うこともできます。

期間

訓練は6ヶ月間で、最長2年まで更新できます。

利用するには

・身近に相談しているケースワーカー等と相談し、直接支援者として意見書を書いてもらい、主治医意見書、協力事業所の承諾書、それに自分の申込書を添えて、住所地の保健所に申し込むことが必要です。

・毎年4月、10月が更新時期になるので、訓練の継続を希望する場合は、その約1ヶ月前に訓練延長申込書を提出することが必要です。

訓練の内容

・日数、時間は相談の上で決めていきますが、週に2日くらいで、2、3時間から始め、ゆっくりと増やしていくのが一般的です。

・事業所には大阪府より日額2，000円の補助金が支払われ、事業所のご配慮によりその中から訓練手当てが払われます。

・訓練作業中、事業所への行き帰りの事故については保険がかけられます。

・訓練後の雇用が保証される事業ではありません。

・訓練に行った日は、訓練日誌を書くことが必要です。

・訓練中は直接支援者が主なサポーターとなり、保健所、事業所担当者も応援団となり、必要に応じてケア会議を行いながら、より良い訓練のあり方を一緒に考えていきます。

追記

以前は各支援者・各支援機関がそれぞれに社適に取り組んでいたのだが、サポ連で社適運用について話し合えるようになり、社適の有効活用法と一定のルールが出来つつある。

その中で全ての利用者に同じ説明ができる様に、説明用紙を作成した。

また、社適利用において利用できる事業所枠に限りがある為、社適利用希望者がいた場合はまず保健所にて社適説明を受けておくという導入ルールが出来ている。（利用希望者が複数いた場合、原則先に説明を受けていた人が優先となる）
別紙３
社適の適切な訓練手当のモデル額を寝屋川独自で検討・実施

サポ連では社適の訓練の手当てのモデル額を1時間400～500円としている。

委託料の2，000円は、訓練ではありながらも実際の仕事もしているので、その対価としてできる限り訓練生に還元されるべきものと考える。

しかしながら事業所により訓練手当ては異なっており時として一般労働市場と大きくかけ離れた手当てとなり（例えば、仕事を任され1日7時間訓練をしても1時間200円の事業所もあれば、1日1時間の訓練で帰っても2，000円が渡される事業所もあるという状況にもなりかねない）、以下の問題点を感じていた。

1 低い訓練手当ての場合は当事者の訓練意欲が低くなる

2 高い訓練手当ての場合は訓練終了後の雇用時の労働意欲が低くなる

3 同じ社適制度なのに事業所によって手当てが大きく違い整合性がない

以上3点の問題点を解消する為に、モデル額を1時間400～500円とした。
モデル額をサポ連で検討・実施したことで、以下の効果があり、社適を活用しやすくなった。
●訓練生に整合性のあるバランスのとれた訓練手当てを提供できる

事業所毎の格差もなく、一般労働市場とバランスのとれた手当てを提供でき、適度な訓練意欲と訓練終了後の労働意欲に繋がると考える。

●事業所と訓練生に社適の意味をわかってもらいやすくなった

各機関・各支援者で決めたのではなく、サポ連で決まったモデル額を提示でき支援者は事業所・訓練生に説明しやすくなった。

事業所も訓練生も納得しやすく、雇用と訓練である社適との違いが明確になり、事業所・訓練生へ効果的なアプローチがしやすくなり、訓練としての効果的な運用が可能となった。

●事業所としては委託料でまかないやすい額である

週20時間以内（1日4～5時間、週4～5日まで）の訓練だと委託料2，000円でまかなえる訓練手当て額であり、訓練中は事業所負担のないシステムになっている。

事業所負担が生じるならば、次に記している様に雇用を検討する。

●週20時間以上の訓練が可能になった場合、速やかな雇用への移行検討

事業所負担の生じる週20時間以上の訓練が可能になった場合には、トライアル雇用などの制度を活用し、速やかな雇用への移行を検討し行うべきと考える。さらに事業所に対し雇用移行へのアプローチがしやすくなった。


５．今後の課題　

障害者地域生活支援センターあおぞら　　古賀　英俊
【情報の交換や共有】　

例会は、月に1度のペースで行っている。互いに顔を合わして行う貴重な機会なので、情報や意見の交流が効率よくなされることが大切である。また会議の話し合われた情報が関係機関に共有されるようにすること。例会が安定して継続されることが望まれる。

例会の他に、メーリングリストは情報伝達に有効である。情報交換と共に、支援者同士の支えあい、催しの準備連絡、会議の議題の確認、会議報告書の送付などで利用している。さらに活発にやり取りがされることが望まれる。

情報の交流は、連絡会内部のやり取りだけでなく、関連する会議に出席して情報の発信と収集を行うことも大切である。寝屋川市障害者就業・生活支援準備センター実務者会議に出席して、情報の発信や収集を行う。この実務者会議は、寝屋川市地域自立支援協議会の就労支援部会のワーキングチームとして位置づけられている。この場で精神障がい者の特性に応じた支援方法やネットワークについて情報を発信することで、地域全体のシステム作りに役立てたいと考える。また、保健所が主催する自立支援促進会議で、サポ連の活動内容を引き続き報告していきたい。

【実務者の力量を上げる】

これまでの3年間に、手探りながら力をおいてきた事は、支援経験から得た知識や技術的な事柄の情報交換と、活動の成果を確認しながら発表の機会を作り発信してきたことである。これからも事例検討などを通じて関係機関の役割や支援方法の検討、学習の場を設定して知識や技術、支援者の姿勢を学ぶことが必要と考える。

　　　　　　　　

【就労支援の流れを作る】

就労支援の流れは、利用者が医療リハビリから福祉サービスを経て、職業リハビリをうけ就労をし、より充実した生活を実現していくための支援の総体と考える。サポ連は、この流れを作るために何が必要かを検討する場である。これからも引き続き事例を通じて関係機関の役割の検討や、流れを支える社会資源の検討が必要である。


６．まとめ　

障害者地域生活支援センターあおぞら　　古賀　英俊
「就労支援は地域の課題」「多機関連携での支援が必要」と関係機関の実務者が集まり3年が過ぎた。サポ連の活動以前は関係機関の連携もなく、実務者が就労支援を一人で取り組み悩んでいたが、サポ連の活動を通じて経験を積み重ねる事ができ、実務者は少しずつ自信を持てるようになってきている。年度が変わる度に参加する実務者の入れかわりがあったが、月一度の集まりに毎回十数名が参加しており、就労支援に対する実務者の想いは非常に高いものが維持されている。反面、当初は「例会に集うだけでも大変なこと、一つの成果である。」と言い合える関係だったが、年度を重ねるごとに、立場の違い、キャリアの違い、要求の違いが表面化している。また、任意の会としての気軽さ気楽さは魅力としながらも、活動で得た成果を制度や施策に反映できたらという期待もあり、今年度は運営の方向性や地域の中での位置づけの議論が主となっている。結論はまだ出ていないが、多くの意見は、「事例検討を通じて、流れの役割分担の検討」という初心に戻るものとなっている。所属機関が違う者同士で活動することは簡単ではないが、今後も学びあい高めあい、地域の就労支援の流れに必要なものを検討していきたい。


第２章　寝屋川市内の就労支援の状況

寝屋川市障害者就業・生活支援準備センター　　寺西　政克

１．障害者就業・生活支援準備センターとは

障害者就業・生活支援センターを、皆さんご存知でしょうが紹介させていただきます。

この事業は、本来国事業なのですが、いきなり始動するということには無理があり準備期間、アイドリングの時間として大阪府が、障がい者の就労支援を推進するために“準備センター”という形の独自事業として推進しています。保健福祉圏域、人口30万人を目安に1箇所設置するという計画の基に、現在府下に18箇所存在します。寝屋川市は、平成19年現在243，827人の都市ですが、1市1圏域でやっています。

障がいは限定せず、知的・身体・精神・発達・高次脳・その他、とにかく障がいがあり就労を希望されている方たちの支援をしていくというスタンスで動いています。精神障がいの方たちのみの支援というものではなく、全ての障がいに対応するということで、その専門性は無いにしてもいろいろな形で専門機関と連携しあって就職へ結び付けていくための支援をします。したがって関係機関と連携しあうということも、このセンターの大きな役割といえます。

寝屋川市障害者就業・生活支援準備センターは、平成16年4月にスタートしました。毎年18圏域の中から、2箇所ぐらいがその実績を国へ報告し、国事業へと移行しています。現時点では府下の9箇所が国事業に移行しています。最終的（平成23年まで）には、全国に400箇所の障害者就業・生活支援センターの設置が予定されています。これは、障害者自立支援法基本指針における目標です。そして法の中にも、就労移行事業は障害者就業・生活支援センターやハローワークを利用して就労へ結びつけること、と謳われています。

したがってこれをご覧の皆さんも、必ず圏域内に障害者就業・生活支援センターがありますので、就労希望の相談や就労にかかわる生活の相談にご利用下さい。
	No
	名　　　称
	活　動　区　域

	①
	箕面市障害者雇用支援センター
	箕面市・池田市・豊能町

	②
	大阪市障害者就業・生活支援センター
	大阪市

	③
	北河内東障害者就業・生活支援センター
	大東市・四条畷市・交野市

	④
	南河内南障害者就業・生活支援センター
	富田林市・河内長野市・大阪狭山市・河南町・太子町・千早赤阪村

	⑤
	高槻市障害者就業・生活支援センター
	高槻市・島本町

	⑥
	すいた障害者就業・生活支援センター
	吹田市

	⑦
	八尾・柏原障害者就業・生活支援センター
	八尾市・柏原市

	⑧
	とよなか障害者就業・生活支援センター
	豊中市

	⑨
	東大阪市障害者就業・生活支援準備センター
	東大阪市

	⑩
	枚方市障害者就業・生活支援準備センター 
	枚方市

	⑪
	南河内北障害者就業・生活支援準備センター
	松原市・羽曳野市・藤井寺市

	⑫
	寝屋川市障害者就業・生活支援準備センター
	寝屋川市

	⑬
	貝塚市障害者就業・生活支援準備センター
	貝塚市

	⑭
	茨木・摂津障害者就業・生活支援準備センター
	茨木市・摂津市

	⑮
	北河内西障害者就業・生活支援準備センター
	守口市・門真市

	⑯
	泉州北障害者就業・生活支援準備センター 
	和泉市・泉大津市・高石市・忠岡町

	⑰
	泉州南障害者就業・生活支援準備センター
	泉佐野市・阪南市・泉南市・熊取町・田尻町・岬町

	⑱
	堺市障害者就業・生活支援センター
	堺市


２．寝屋川市の施設状況
寝屋川市には障害児者福祉施設協議会があり、各施設長が集まり施設間の協力や連携の強化を図るべく、定例会をもって検討を重ねています。

市内には旧体系でいう、知的障がい児の入所施設が1箇所・知的障がい者の通所授産施設が11箇所・精神障がい者の小規模通所授産施設が3箇所・身体障がい者の通所作業所が3箇所存在します。その他に新体系の、知的障がい者支援施設が1箇所、障がい者の相談事業所が5箇所あります。

そのような寝屋川市の障がい者福祉の歴史は、障がいの早期発見・早期療育という立場で障がい児の発達問題を専門的に考える傾向にありました。そして成人の障がい者福祉に関しては、庇護的な考え方が強く一般就労と呼ばれる就労形態に就くものはほとんどいない状況でした。その昔“福祉就労”という言葉が流行りましたが、軽度の人も重度の人もみんな施設において授産作業をして工賃をもらう、それも立派な就労だという考え方だったようです。社会に出るのではなく、施設で守っていくという考え方が強かったようです。では一般就労を希望されるご家庭の人たちはどうしていたのかという事になります。会社への就職を希望する方たちは、寝屋川市内の施設から就労がほとんど無いため、近隣市町村で障がい者の就労をどしどし進めている訓練施設へ通うことになります。障害者就業・生活支援準備センターができるまでは、市外からの就労や継続支援がなされていました。

精神障がいの方たちへの社会生活援護システムの整備が遅れていますが、寝屋川市内では活発に動いていました。というのは、市内には専門のクリニック数箇所、病院1箇所、小規模通所授産施設が3箇所あって、精神障がいがある方たちの就労したいという気持ちを、各事業所やクリニックが独自で就職へとつないでいたからです。

今回、制度が変わることにより、各事業所は新しい制度の下で選択しなければいけなくなりました。それは就労移行を主とした事業所となるか、介護を主とした事業所となるかを選択しなければいけないことになります。

３．障害者就業・生活支援準備センターがスタート

平成16年4月に寝屋川市障害者就業・生活支援準備センターがスタートしたわけですが、民間の社会福祉法人で知的障がい者の福祉施設に委託されました。障がい種別を問わずに相談にのる立場としては、その専門性も無いままの船出でした。そんな中、精神障がいの方への就業支援はどのように進めていけばよいものか戸惑っていたところに、急接近してきたのが精神障がい者の各支援団体でした。

先述したように寝屋川市内には、病院1箇所・クリニックや作業所が数箇所あり、活発な精神障がい者に対する支援者たちがいました。その方たちも、就労支援を推進していく上で、独自の就労支援には限界があり、障がい者の就労支援は一個人・一団体が担ってできるものではないと悩んでおられました。

そんな時に寝屋川市障害者就業・生活支援準備センターができ、これを利用しない手はないと考えられたようです。オープンするや、小規模通所授産施設職員、クリニックのＰＳＷの方たちが次々に日参されました。早速小規模通所授産施設へ通っている当事者の方、医療関係でのデイケアに通っている方の登録面接が始まりました。しかし実際の求職活動は、そうスムーズには行きません。精神障がい者の方が、企業の障がい者雇用率に算定されるようになったのも平成18年4月からでした。企業にとっては、同じ障がい者なら雇用率を考えることも当然ですし、まだまだ精神障がいへの理解は乏しい現実でした（今も）。

ここで、相談の手順というか、めでたく就労に結びつくまでの過程を図で表現したいと思います。






　


Ａ：所属の職員の推薦により実施。在宅の方は医師の意見書が必要となります。

Ｂ：センターにて実施。個人情報を使ってよいか承諾書をいただきます。

Ｃ：管轄の公共職業安定所へ登録に行きます。必要に応じて同行いたします（主治医の意見書必要）。

Ｄ：必要に応じて、専門機関でどのような職業が向いているのか、また不向きなのかを評価していただきます。後にジョブコーチ派遣をお願いする事ができます。

Ｅ：その人によって、訓練が必要であれば訓練場所を一緒に探します。

Ｆ：1週間から2週間、無償で働いて会社に見てもらいます。ジョブコーチ支援可。

Ｇ：助成金を使って3ヶ月の試用期間を設けます。給料は会社の規定どおり、社会保障は無し、3ヶ月で辞めることも可。ジョブコーチ支援可。

Ｈ：継続雇用となり、定期的にスタッフ、関係者が訪問。必要に応じてケア会議実施。

さて、このような状況の中でスタートをしたのですが、相談者数はかなり増えています。知的障がいがある方はリストラにあった方や新しく手帳を取得された方の相談が多く、身体障がいの方はセンターを必要とされる方が相談に来られますが、一度相談に来た後ハローワーク等を活用し自力で探される方が多い現状です。そして精神障がいの方は、支援者の方・ＰＳＷの皆さんが、この人を就業に結び付けたいという熱い思いから相談者数が増えています。
４．障害者就業・生活支援準備センターの現状

【16年度相談件数】　　　　　　　　　　　【17年度相談件数】　　　　　　　　　　　　　【18年度相談件数】
	身体
	知的
	精神
	発達
	難病
	その他
	計

	22
	19
	10
	1
	1
	0
	53

	身体
	知的
	精神
	発達
	難病
	その他
	計

	20
	17
	24
	1
	3
	1
	66

	身体
	知的
	精神
	発達
	難病
	その他
	計

	14
	28
	24
	0
	0
	6
	72



相談者数に関しては、表とグラフから分かるように徐々に相談件数が増えてきています。16年度は実質7月スタートなので数こそ少ないですが、年々増加傾向にあります。この数字を全て足すと191件になりますが、全ての人が登録者で求職者というわけではありません。1回だけの電話相談もあれば、1回来所されて来られないという方も含んだ数字です。この中で、センターに登録して支援が欲しいという方に対して、個人情報使用同意書をいただいて登録とさせていただいております。同意書のない方は、相談のみという形で話はその時点でストップしています。最近の傾向としては、発達障がいや高次脳機能障がいの方の相談が増えてきています。外見は障がいがあるように見えないため、就労支援は一層難しい面があります。
【職場実習件数】＝54名
	障がい種別
	身体
	知的
	精神
	発達
	難病
	その他
	計

	16年度
	1
	10
	2
	0
	0
	0
	13

	17年度
	0
	3
	18
	0
	0
	0
	21

	18年度
	1
	11
	8
	0
	0
	0
	20


上記の数字は、就職にいたる前段階の無償実習や単なる体験の為の無償実習、またはアルバイトの有償実習や保健所の社会生活適応訓練事業など様々な実習形態を含んだ数という事をご理解下さい。

17年度の精神障がい者の実習者数が多いのは、食品加工会社が理解を示してくれ、簡単な製品の廃棄作業を期間限定でアルバイトのような形で、有償実習ということで定期的にやらせてもらえたからです。1回、4名が参加し、月・水・金・の3日間、13：00～15：10まで、内2時間働かせてもらい、賃金は最低賃金の2時間分を戴きました。この10分という端数は、精神障がい者の実習ということで、休憩時間・タバコの時間がほしいという事から、配慮していただき10分間の休憩を入れたからです。まだ実習段階ですが、時間から時間までは、きっちりやりきることも訓練と考えてのことです。

この実習を年4回ぐらい実施しましたが、企業の事情もあり、徐々に減ってきました。それでもこの会社は、障がい者雇用を推進してくれたり、「社会生活適応訓練事業」の実習を現在も受け入れてくれています。


【就　職　者　数】＝39名
	障がい種別
	身体
	知的
	精神
	発達
	難病
	その他
	計

	16年度
	2
	3
	2
	0
	0
	0
	7

	17年度
	6
	4
	2
	1
	0
	1
	14

	18年度
	1
	12
	3
	2
	0
	0
	18


　

就労実績は、3年間で39名です。どのような職に就いておられるのか皆さん関心のあるところでしょうが、これといってパターンがあるわけではありません。とにかく理解してくれる会社を探すことが第1前提です。探す方法としては、公共職業安定所はもちろんの事、新聞の求人チラシから直接電話して実習だけでもよいからやらせてもらえないか交渉したりします。障がいをオープンでとりあえず実習から見ていただけないかとお願いするのです。そんな中から、理解ある会社とめぐり合えた時の喜びはこの上ないものがあります。次に、その人の持っている力と会社が要求する力とのマッチングが必要になります。いわゆる、その人に向いているか不向きかの判断が必要になります。マッチングすれば採用になり、だめであればまた次を探すという事になります。

しかし就職者の中でも、離職者の数が年々増えているのが現状です。実際14名の方が、離職しています。本当ならば就職が決まって「就職おめでとう」なのですが、実際はここからが苦労の始まりだと言っても過言ではありません。給料をもらい、今までにない大金を手にしたことによっての無駄遣いや金銭トラブルが発生します。そのためアフターケアをかねて、必要に応じてケア会議を持ち、その都度本人の話を聞き、現状を把握、必要に応じ支援をしています。しかし、あくまでも本人主体ですから我々支援の立場として入りきれないことも多々あります。

継続することがとても大変だということを改めて実感しています。

５．障害者就業・生活支援準備センターの今後

障がい種別、在宅や施設所属など関係なく、就労したい方たちの様々な相談にのっていくスタンスはこれからも不変のものだと確信しています。

ただ私たちがやるべきことは、単に就労へ結びつければ良い、継続支援をしていけば良い、というだけの仕事で終わってはいけないということを痛感しています。障がいある方たちが障がいをオープンにして求職活動をする上で、少しでもプレッシャーやストレスにならず、仕事を探せるような社会の実現に向けて動いていかなければいけないと感じています。そのためにも、企業の人に「障がい者を雇用してよかった」と思ってもらえるような実績作りはもちろんの事、次に掲げるような事を課題として取り組んでいかねばならないと考えています。

· 各福祉の専門機関や労働機関との連携をより強化し、共に就労支援に取り組む体制作り(ネットワーク作り)。

· 当事者が勇気を持って、仕事探しができるよう寄り添った形での就労支援。

· 企業が障がい者雇用に関心を示すようなイベントの開催（雇用啓発活動）。

· 新法による就労移行事業所と連携し、希望者の就労移行を進める。

上記の課題は常に念頭において取り組むべきものと実感しています。特に最後に掲げた新しくできる就労移行事業所との連携は、本人の気持はもちろんのこと事業所の方針もあるので、その点の配慮、調整が今後は必要かと思います。

以上長々と述べてまいりましたが、理解ある就職先の職場開拓は難しいのが現実です。これをご覧の皆様の中で、お知り合いの会社に声をかけて前向きな回答がいただけたということであれば、是非お近くの障害者就業・生活支援センターへつないで下さい。就労は待っていてくるものではありません。縁とタイミングが大きく左右します。私たちセンターには沢山の方々が、仕事を求めて登録されています。その人と会社とのご縁が上手くつながるように一生懸命努力させていただきますので、今以上のご協力くださいますようお願いいたします。

最後に、今後の障がい者就労支援がこのように展開されるのではないかという展開予想図を示せていただきます。




みつわ会





就業・あおぞら・


ケア会議や個別対応





就業・ハロー・ケア会議





小規模準備訓練・


ケア会議・職場体験








あおぞら個別対応・ケア会議





小規模スタッフの個別対応





三家クリニック





Wr、DCスタッフ個別対応








Wr、DCスタッフ


個別対応


DCプログラムや


企業内訓練・実習・社適


小規模授産・ケア会議


就労移行事業所





Wr、DCスタッフ個別対応





Wr、DCスタッフ個別対応


就労NC





就業・ハロー


ケア会議


就労移行事業所





Wr個別対応や


DCプログラム





就業・個別対応


ケア会議、


就労移行事業所





ねや川サナトリウム・デイケア





就業・ハロー





DCWr個別対応





DCプログラムや社適・


院内雇用・企業内訓練





DCWｒ個別対応





DC・NC・Wr個別対応





DCWr個別対応やDCプログラム





就業・個別対応








支援の具体化、実習職場必要！！！


実務者には、48人の顔がみえる。


他障がい者を考えると、さらに人数がふえる。





実習職場の開拓が課題








※３　寝屋川市内の就労支援対象者調査の表





※４　就労のつどいのチラシ





Ｈ





Ｇ





Ｆ





Ｄ





Ｃ





ＢB





Ａ





継続雇用・アフターフォロー





トライアル雇用（助成金利用の三ヵ月試用期間）





職場実習（無償・必要に応じジョブコーチ支援）





大阪障害者職業センターにて職業評価（必要に応じて）





職業安定所へ求職登録する（要主治医の意見書）





就職希望（作業所所属・デイケア所属・医師の意見書のある方等）





登録面接（個人情報同意書に捺印）





Ｅ





訓練（必要に応じて）








企業Ｅ





企業Ｄ





企業Ｃ





企業Ｂ





企業Ａ





障害者職業センター・ハローワーク





障害者就業･生活支援センター





病院・クリニック・在宅の方他





養護学校・支援学校





精神障がい者就労移行事業所





身体障がい者就労移行事業所





知的障がい者就労移行事業所
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